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からの展望は大パノラマが広がり間ノ岳、仙丈岳、北岳、荒川三山が

見える。遠くには富士山も見え、晴天の中で登れたことに感謝の気持

ちとなる。下りは岩場を慎重に降りて行く。塩見小屋にはたくさんの

登山者がいて賑やかである。そして、三伏峠に戻りテントを撤収、登

山口に下山した。この後、松川温泉清流苑で汗を流し帰路に着いた。       

        久々に登った塩見岳だが今回は天気もよく大パノラ

マを楽しむことができました。たくさんの登山者がおり、この山の人

気を改めて思い知ることができました。テント泊で登山を楽しむのを

最近忘れていたので、それを思い出した感じで、登山の楽しさを満喫

することができました。 

      早朝、刈谷を出発。中央高速を使い松川Ｉ・Ｃから大鹿村に入り鳥倉林道登山口へ向かっ

た。登山口手前のゲートに 7：25 到着したが駐車場はすでに満杯である。道路脇に車を置き準備をして
出発。ここから登山口まで 40分ほどかかった。登山口を出発。急坂の樹林の中を登っていくと 1ピッチ
で稜線に出るがまだまだ登りが続く。やがて水場が出てきたので、ここで休憩をする。さらに 1 ピッチ
半進むと目的の三伏峠に到着した。塩見小屋ではテントが張れないため本日はここでテントを張ること

になった。となりのテントにいる登山者と会話を交わしていたら元デンソーと聞いて話がはずむ。世間

はせまいと思った。夕食はレトルトで済ませ早寝をする。翌朝は 4 時出発。まだ暗い中を懐電歩行で歩
くが 5 時には明るくなってきた。天候は良さそうだ。本谷山まで進むと、すっかり明るくなり塩見岳が
大きく見えるようになってきた。樹林の尾根を進んでいくとやがてハイマツの稜線に出て塩見新道との

分岐に出る。間もなくして塩見小屋に着いた。ここからはハイマツ帯を進み岩場を登っていく。途中で

雷鳥を見ることができた。岩場を慎重に登り西峰を超えて東峰頂上に着く。ここ 
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9/13 曇り 
 4：25刈谷発 
 7：45ゲートＰ 
 8：35鳥倉登山口 
10：40水場 
11：20分岐 
11：50三伏峠 

  南アルプスの山を歩く 
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塩見岳 

9/14 晴れ 
3：00起床 
4；00出発 
5；17本谷山 
6：37分岐 
6；50塩見小屋 
8：00塩見岳 3052ｍ 
9：15塩見小屋 
10：45本谷山 
11：50三伏峠 
12：50三伏峠出発 
14：34鳥倉登山口 
15：18ゲートＰ 

 
本谷山から塩見岳を望む 


